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小池正充前平谷村長様へ功労者表彰授与式を行いました

　第83回通常総会は、８月６日長野市内において開催する予定で準備を進
めておりましたが、新型コロナウイルス感染が全国的に急拡大している状
況を踏まえ、急遽、書面開催に変更をさせていただきました。
　また、総会に続いて予定していた三上幸三国土交通省水管理・国土保全
局砂防部長様、大野宏之一般社団法人全国治水砂防協会理事長様のご講演
等の企画も、誠に残念ながら見送らざるを得ませんでした。
　直前の決定となり、会員始め関係者の皆様にご迷惑をおかけしたことを
お詫び申し上げますとともに、書面開催において各議案の採決が滞りなく

行われたことを御礼申し上げます。
　さて、８月13日からの大雨により岡谷市川岸地区で３名の尊い人命が失われる土石流災害が
発生するなど県内各地で甚大な被害が生じました。本県では令和元年から３年連続で大災害に
見舞われたことになります。全国各地でも毎年のように甚大な災害が相次いでおり、大規模な
自然災害のリスクが、益々高まっているように感じてなりません。
　激甚化・頻発化する土砂災害に対して、私どもは、住民の生命と財産を守り、安心して暮ら
せる地域をつくるため、県土強靱化の取組を一層強化していかなければなりません。
　砂防事業は取り組んだだけの効果が、しっかりと現れる事業であります。当協会において
も、コロナ禍の難しい状況下ではありますが、引き続き、積極的に活動を展開してまいりたい
と考えておりますので、今後とも会員及び関係者の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願い申
し上げます。

� 長野県治水砂防協会 会長　藤 澤 　 泰 彦

長野県治水砂防協会第83回通常総会は、書面開催になりました

生坂村長 藤澤 泰彦

　例年、長野県治水砂防
協会通常総会で砂防事業
功労者表彰を行っており
ました。本年は、書面開
催となったため、令和３
年９月21日平谷村役場に
於いて藤澤会長から小池
正充前平谷村長様へ砂防
事業功労者表彰の授与を
行いました。

表彰授与式の様子
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副会長退任のあいさつ
　２月４日をもって４期16年務めた平谷村長を退任し、併せて当協会副会長
を退任いたしました。副会長在任中は、協会会員の皆様をはじめ県砂防課職
員の皆さんに多大なるご支援とご協力を賜り心から感謝を申し上げます。ま
た、藤澤会長より砂防功労者表彰をいただき重ねてお礼を申し上げます。
　近年は、気候変動の影響と思われる自然災害が多発し、特に全国各地で土
砂災害が発生しています。今年も７月に静岡県熱海市で、８月には岡谷市で
土石流災害が発生し、尊い命と貴重な財産が失われました。
　また県内においては、令和元年東日本台風により東北信地域を中心に多く
の土砂災害が発生し、令和２年７月豪雨では県内で80件を超える土砂災害に

より甚大な被害が生じたと聞いています。お亡くなりになられた方々にお悔やみを申し上げるとと
もに、被害に遭われた方々へは、お見舞い申し上げます。また、一日も早い復旧復興を心より願う
ところでございます。
　今年は、伊那谷で発生した「三六災害」から、60年という節目を迎えており、当時の大災害の写
真や復興した現在の状況を振り返ると、改めて砂防事業の必要性を痛感するところです。土砂災害
は全国各地で頻発化・激甚化しており、生命と財産を守るための対策が一層強く求められておりま
す。加えて、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策等、私たちを取り巻く環境が大きく変化し
ています。
　今後も土砂災害から住民の生命と財産を守り、県民が安全で安心して暮らせる地域づくりを実現
するため、国と県と市町村が連携しながら砂防事業の推進に取り組まれることを望んでおります。
歴史ある長野県治水砂防協会のご発展と、藤澤会長をはじめ、会員皆さま方の益々のご健勝、ご活
躍を心よりご祈念申し上げ、退任の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

新副会長就任のあいさつ
　このたび、副会長を仰せつかりました、佐久穂町長の佐々木勝です。微力
ではございますが、治水砂防事業の発展のため努力してまいる所存でござい
ますので、よろしくお願いいたします。
　令和元年東日本台風は、県内では信濃川流域を中心に大きな被害をもたら
しました。千曲川の最上流部にあたる南佐久郡下においても、河川の溢水や
土砂災害等による甚大な被害が多数発生しています。
　当町においても、人命にかかわる被害こそ発生しなかったものの、家屋の
流出など各所で甚大な被害が発生しました。土砂災害発生箇所においては、
迅速に災害関連緊急事業等を適用いただき、砂防堰堤を整備するなどの全面

的な支援をいただいており、改めて感謝申し上げます。
　近年、気候変動により自然災害が激甚化、頻発化していることを踏まえ、住民の生命、財産を守
る土砂災害対策を一層推進する必要性について、災害を経験し改めて認識しています。
　流域に目を向けますと、高度成長期以降に整備したインフラが今後一斉に老朽化することが見込
まれます。老朽化が進む砂防関係施設においても計画的に維持管理・更新することにより、安全・
安心の確保や将来の維持管理費用を抑制する予防保全につながるものと考えています。
　地域に暮らす住民の命とくらしを守ることは、我々自治体の長に課せられた最大の使命であり、
安全安心な地域社会を実現し、持続可能な活力ある地域を創生するためには、防災・減災、国土強
靱化の取組を一層推進することが必要となっています。
　新型コロナウイルス感染症対策に取組むなか、地域の経済活動を早期に回復させるためには、ま
ず住民の安全・安心を確保することが重要となります。
　深刻な影響を受けている地域経済を下支えし、雇用の促進にもつながる土砂災害対策の推進に係
る予算確保の働きかけに、全力をあげる覚悟でおりますので、皆様のご支援ご協力をお願い申し上
げます。

前平谷村長 小池 正充

佐久穂町長 佐々木 勝
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長野県治水砂防協会南佐久支部から国土交通省砂防部へ
オンライン面会方式による要望活動を行いました

　県内市町村等で構成する長野県治水砂防協会（会長：藤澤泰彦生坂村長）の南佐久支部（支
部長：佐々木勝佐久穂町長）から国土交通省水管理・国土保全局砂防部長へ、オンライン方式
による要望活動を7月5日（月）佐久穂町役場会議室で行いました。

写真左【前列右から：佐久穂町長、南相木村長、後列右から：川上村長、北相木村長、小海町長、南牧村長代理】
写真右【三上砂防部長】

前駒ヶ根市長へ全国表彰の伝達式を行いました

　７月７日（水）駒ヶ根市役所で、全国治水砂防協会第36回協会表彰の伝達式を行い、林孝標
参事兼砂防課長から杉本幸治前駒ヶ根市長様へ表彰状をお渡ししました。

写真：左から伊藤祐三駒ヶ根市長、杉本幸治前駒ヶ根市長、林孝標参事兼砂防課長
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前砂防課長異動のあいさつ
� 前長野県建設部砂防課長　藤 本　済
　会員の皆さんには、２年間熱い時間を共に過ごさせていただき心より感
謝申し上げます。２年目に新型コロナウイルスのため、皆さんとお話しさ
せて頂く時間が激減したのは残念な思いでありました。一日も早いウイル
スの終息を願っています。
　この間、令和元年東日本台風・令和２年７月豪雨と２年続けて大きな災
害に見舞われ、国の指導も頂きながら累計33カ所で災害関連緊急砂防等事

業を実施すると共に流域の治水安全度向上に資する「流域を保全する土砂災害対策」を推進、加
えて「赤牛先生派遣事業」等による地域防災力向上にも努めました。また、協会事業の砂防課
80年記念「長野県砂防史」作成にあたっては、長野県の砂防を砂防課職員皆が改めて学ぶ貴重
な機会でありました。
　気象災害の激甚化は留まることを知らず、大きな災害が毎年のように発生しています。防災
に関わる私たちは、今まで以上に事前の備えと迅速な対応により地域の安全安心を具現化しな
ければなりません。会員の皆様には、ご健康に留意され、長野県の砂防に対し、引き続き叱咤
激励と愛情あるご指導・ご鞭撻頂くことをお願いし、異動にあたってのご挨拶といたします。

新砂防課長着任のあいさつ
� 長野県建設部参事兼砂防課長　林

はやし

　孝
たか

標
すえ

　この４月に参事兼砂防課長に着任いたしました。どうぞよろしくお願い
します。
　前任地は、九州地方整備局企画部で、各事業横断的な業務や調整する役
割を担っておりました。さらに前は、国土交通省砂防部をはじめ、奈良県
など、国・地方などの様々な立場で砂防行政に係わってきたことから、こ
れらの経験を活かして、長野県の安全・安心の確保、更なる砂防行政の発

展に努めてまいります。
　長野県内の勤務は初めてのため、着任以降、県内各地に赴き、様々な地物をみることで、新
たな知見を得ることばかりですが、特に認識を改めて強くしたのは、日本有数の土砂災害が発
生しやすい地形・地質です。
　3,000m級のアルプスから流出する多量の土砂、フォッサマグナエリアを中心とする日本最
多の地すべり危険箇所、活火山も多く、中央構造線沿いの変成岩等も含め、県内の土砂生産の
ポテンシャルの大きさに身の引き締まる思いを抱いております。
　一方で、砂防行政を取り巻く環境は刻々と変化しています。県内はもちろん、全国的にも災
害が頻発化・激甚化しており、施設整備のスピード感など整備のあり方を考えさせられます。
また、警戒避難のあり方については、より個人の行動にフォーカスしており、県民の一人一人
が防災を「わがこと」と認識していただく必要性が高まっています。さらに、デジタルを活用
した砂防工事等の働き方改革も喫緊の課題です。
　このような変化や課題には、事務所とともに砂防課職員一丸となって対応していくことはも
ちろんですが、円滑な砂防事業の推進には、何よりも会員の皆様のご理解・ご協力は必要不可
欠です。できるだけ早く会員の皆様のところに赴き、意見交換させていただき、砂防行政を一
歩でも前進したいと思っておりますので、今後ともご指導の程どうぞよろしくお願いします。
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着任のあいさつ
� 国土交通省 関東地方整備局 富士川砂防事務所

� 所長　植 野　利 康
　本年４月１日付けで富士川砂防事務所長として着任しました植野利康で
す。多治見砂防国道事務所では長野県治水砂防協会の皆様には大変お世話
になりました。
　富士川砂防事務所勤務となり引き続きお世話になりますが、宜しくお願

いします。
　当事務所は、富士川水系の釜無川流域と早川流域における、長野県富士見町、そして山梨県
北杜市、韮崎市、南アルプス市、早川町において事業を実施しております。
　事業実施につきましては、管内各市町における土石流等による直接的な土砂災害を防止する
ほか、富士川本川へ流入する土砂を調節して河床上昇に伴う土砂・洪水氾濫から流域市町や甲
府盆地を守り、安全・安心の確保に努めるため、つぎの３点を基本方針として掲げておりま
す。
①　根幹的な土砂災害対策施設の整備

　大規模な荒廃地含む荒廃地からの土砂の生産・流出をコントロールし、安全を確保するた
め、流域で根幹をなす砂防施設の整備を推進します。
　今年度は、釜無川流域では、支川武智川において沿川集落の保全するための床固群や、支
川黒川において崩壊地からの土砂流出を抑制する砂防堰堤、また、土砂流出の著しい早川流
域では、支川内河内川における砂防堰堤及び支川春木川（池の沢）等において砂防施設等の
整備を推進します。

②　要配慮者利用施設を保全するための施設整備
　土砂災害時に犠牲となり易い方々が利用す
る福祉施設などを守るための砂防施設を整備
します。
　今年度は、昭和34年に大きな災害が発生し
た釜無流域の支川大武川及び、早川流域の支
川塩島沢等において、砂防施設の整備を推進
します。

③　総合的な土砂災害対策を推進
　地震や洪水による深層崩壊や天然ダムの形
成といった大規模土砂災害などから尊い人命
を保全するためのソフト対策として、大規模土砂災害発生を想定した訓練を県及び市町と合
同で行います。

　令和３年度における長野県関係の事業として、武智川下流床固群の整備、釜無川流域左岸砂
防施設改築、釜無川上流左岸山腹工、釜無川流域右岸砂防施設改築などの事業を実施してまい
ります。
　地域の「いのち」と「くらし」を守るため、砂防事業に全力で取り組んでまいります。今後
ともご理解とご協力のほどお願いいたします。

施工中の武智川床固工（長野県富士見町）
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着任のあいさつ
� 国土交通省 北陸地方整備局 松本砂防事務所

� 所長　森 田　耕 司
　今年、４月１日に北陸地方整備局松本砂防事務所長に着任しました森田耕
司と申します。私は、大阪市出身で、平成11年に建設省（現国土交通省）に
入省し、これまでに直轄の砂防事務所では、富士川砂防、広島西部山系砂防

（太田川河川）、本省では、都市局都市安全課、水管理・国土保全局砂防計画
課、防災課災害対策室、出向として、愛知県、石川県、富山県のほか、林野
庁治山課や土木研究所火山・土石流チームに勤務してきました。就職するま

ではずっと関西で過ごしてきましたが、各地を転々として、すっかり関西弁が抜けた今では、よく
出身地を聞かれるようになりました。
　長野県内の勤務は初めてですが、松本には３年前の富山県砂防課長時代に、「牛伏川階段工完成
100周年記念行事」に参加させていただいており、牛伏川のフランス式階段工や石積み堰堤を見せ
ていただき、意見交換会では富山の石工について、いろいろと聞かれたことを覚えています。
　そのほかにも、大学３年生のときに、夏休みの実習生（今でいうインターン？）として、２週間
ほど松本砂防工事事務所でお世話になりました。当時の松本砂防の古い木造庁舎の宿直室に１週
間、中之湯温泉に１週間泊まりながら、上高地の河原を毎日歩き、現場や仕事を見せていただいた
ことが、砂防の仕事がしたいと意識し始めたきっかけです。今回、20年以上経って、松本砂防事務
所への内示をいただいた時には、感慨深く、また、松本砂防との縁を感じていました。
　一方で、北陸ブロックや北信越ブロックに属する石川県や富山県にそれぞれ３年、計６年間在籍し
ていたことから、これまでも長野県治水砂防協会はじめ、皆様には大変お世話になりました。まだ
不慣れで、行き届かないところも多々あるかもと思いますが、引き続き、よろしくお願いします。
　さて、松本砂防事務所は、皆様ご存じのように、信濃川上流の梓川流域、高瀬川流域、並びに姫
川流域の砂防事業を担当しており、管内には中部山岳国立公園のほか、特別名勝・特別天然記念物
に指定されている上高地、白骨温泉などの日本でも有数の観光地があります。私も、松本に来て単
身赴任になってからは、休日、カメラ片手にでかけていますが、牛伏川のフランス式階段工や源太
郎砂防堰堤などの砂防施設は、豊かな自然に囲まれており、これからも四季折々の表情を見せてく
れるのが、楽しみです。
　ただ、昨年から世界的に猛威を振るっている新型コロナウイルスの感染拡大により、管内の観光
地は大きなダメージを受けていると聞いており、活気ある地域となるよう、砂防事業でも支援して
いきたいと思っています。
　また、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策として、松本砂防事務所でも在宅勤務やTeams
等を使ったチャット、web会議を導入し、移動時間の短縮や仕事の効率化にも取り組んでいます
が、残念なのは、これまでのように、多くの方と対面で（時には飲みながら）、意見交換する機会
がほとんどなくなってしまったことです。
　その分、アンテナを高く、県や地域、関係機関とは連携を密に、協力的な関係を構築・深化させ
ていけるよう取り組んでいきたいと思いますので、これからも、ご指導、ご鞭撻のほど、よろしく
お願い申し上げます。
　最後に、長野県治水砂防協会の益々の発展と、会員皆様方の地域の安全・安心をご祈念申し上
げ、私の着任挨拶とさせていただきます。
　どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

源太郎砂防堰堤（白馬村神城）上高地河童橋 番所大滝（乗鞍高原）
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着任のあいさつ
� 国土交通省 中部地方整備局 多治見砂防国道事務所

� 所長　加 藤　仁 志
　本年４月１日付で多治見砂防国道事務所長として着任しました加藤仁志です。
長野県治水砂防協会の皆様には、当事務所の木曽谷における直轄砂防事業推進に
対しまして、様々な面でお世話になっております。この場をお借りして御礼を申
し上げますと共に、今後とも、引き続き、よろしくお願い申し上げます。
　さて、長野県は、県土が東西南北に広く、各地域で違いはあるものの、急峻な
地形と脆弱な地質条件であり、気象条件的にも、土砂災害が発生しやすい県土で

あると考えられます。この長野県において、全国に先駆け、また、活発に継続して活動されておられま
す長野県治水砂防協会の皆様に敬意と感謝の念を表しますと共に、長野県の土砂災害の防止に携わる機
会を得たことに、やりがいを感じ、身の引き締まる思いです。
　さて、多治見砂防国道事務所は長野県上松町、大桑村、南木曽町の木曽川水系左岸側において令和２
年度補正予算および令和３年度当初予算を中心に、約20億円余で砂防事業を推進しています。
　上松町では、上流に崩壊地を抱える滑川流域において連続した床固工を配置する滑川遊砂工整備の
他、大沢第１砂防堰堤、板橋沢第１砂防堰堤の整備などを進めています。
　大桑村では、平成25年８月の豪雨で国道19号に土砂が流出するなどの災害が発生した下在蛇抜沢およびそ
の周辺の砂防堰堤工群や、野尻公民館等の保全対象のある太田第１砂防堰堤等の整備を進めてまいります。
　南木曽町では、土砂流出の著しい渓流である和合蛇抜沢沈砂地工の整備や、地蔵沢第１砂防堰堤、与
川第１砂防堰堤等の整備を進めています。
　また、平成26年９月27日に噴火災害が生じた御嶽山について、「御嶽山火山噴火緊急減災対策砂防計画」を
策定しておりましたが、関係行政機関との連携をさらに緊密にするために既存計画を改訂しました。今回の
改訂では、これまでより詳細な地形データを活用するなど、より実態に沿った検討が可能となっています。
　今年も、例年のように、当事務所管内をはじめ、長野県内各地でも、大雨による土砂災害が発生しています。
　木曽地方においても、特に８月13日からの大雨により、各所で災害が発生しました。木曽町では、河
川護岸の損傷といった河川災害が発生しました。この災害に対する長野県木曽建設事務所による緊急対
策に際し、当事務所では、備蓄しておりましたコンクリートブロックの貸出を行いました。また、上松
町の滑川流域において土砂移動が生じましたが、除石によって事前に堆砂容量を確保していた事が功を
奏し、滑川第１砂防堰堤で全量捕捉され、下流への被害を防止しております（図１）。平成30年に土砂
移動が生じた大桑村の伊奈川流域矢垂沢では、その後設置したワイヤーネットで土砂を捕捉し、村道へ
の被害を防いでいます（図２）。
　多治見砂防国道事務所では「流域治水」を推進し、頻発する土砂災害から命を守る一環として、防災
教育にも注力しています。この取組の一例として、木曽南部の小学校を対象に、砂防教室を実施してい
ます（図３）。砂防教室では、小学４年生の皆さんに「地域の災害リスク」や「避難に必要な情報・判
断・行動」について座学だけでなく、模型実験なども実施し学んでもらっています。砂防教室で得た知
識が今後、地域全体における避難の実効性が高まることを期待しております。
　今後とも、木曽地域の安全・安心の確保のため、直轄砂防事業に担当職員一同、全力で取り組んでま
いりますので、引き続いてのご支援・ご指導を賜りますようお願い申し上げ、私からの挨拶に代えさせ
ていただきます。

図３　砂防教室で模型実験の様子【昨年度、南木曽小学校開催時】図２　矢垂沢砂防堰堤に設置されたワイヤーネットによる土砂補足

図１　滑川第１砂防堰堤での土砂補足
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着任のあいさつ
� 国土交通省 中部地方整備局 天竜川上流河川事務所
�  所長　佐 藤　保 之
　このたび４月に、天竜川上流河川事務所に参りました。
　私は初めての勤務地が松本砂防工事事務所（当時）であり、その後も、
富士川砂防事務所（富士見町も管内）や関東地方整備局地域河川課（長野
県も担当）などを経験させていただき、長野県治水砂防協会及び長野県庁

の皆様には、大変お世話になりました。そして、今度は伊那谷でお世話になります、よろしく
お願い致します。

三六災害から60年、リニアを迎えて飛躍する伊那谷を守る砂防事業
　天竜川上流河川事務所は、長野・静岡県境から昭和橋（辰野町）までの天竜川本川区間及び
小渋川、三峰川等一部支川区間の河川改修や河川管理、三峰川、小渋川、太田切川、中田切
川、与田切川、片桐松川、新宮川、遠山川流域における砂防事業、天竜川中流地区（阿南町・
天龍村）、此田地区（飯田市南信濃）における地すべり対策を実施しています。
　中央アルプスと南アルプスに挟まれた伊那谷は、脆弱な地質、急峻な地形と相まって、洪水
や土砂災害といった幾多の災害を引き起こしてきました。過去には昭和36年の大規模な土砂災
害・洪水災害、昭和58年の洪水災害、また近年では平成18年７月豪雨災害等がありましたが、
これらの自然の脅威に対処すべく、流域市町村を始め、地域の皆様や建設業界の皆様等、多く
の関係者の支援を受けて河川・砂防事業を進めてまいりました。
　今年の８月梅雨前線による豪雨により、岡谷市において土石流災害が発生し、３名の方が亡
くなっております。亡くなった方々のご冥福をお祈りするとともに、災害復旧に携わっている
皆様に敬意を表するものです。
　当事務所管内においても、８月からの豪雨により太田切流域において、最大時間雨量47㎜、
総雨量546㎜の豪雨を記録しました。この豪雨により太田切支川の黒川において、大量の土
砂・流木が発生しましたが、令和２年に「防災・減災、国土強靱化のための三カ年緊急対策」
によって黒川第４砂防堰堤により約44,000㎥の土砂を捕捉するなど、効果を発揮しておりま
す。今回の豪雨は、戦後最大の災害である「三六災」を超えるものでしたが、これまで実施し
てきた砂防施設により、人的被害は発生しておりません。しかしながら、今後、気候変動によ
る大雨の激化も想定されることから、計画的に砂防施設の整備を行っていく必要があると考え
ております。
　天竜川流域では再生可能エネルギーの導入、三遠南信自動車道やリニア中央新幹線の整備な
ど、地域のさらなる飛躍・発展が期待されています。
　他方、今後、気候変動の影響で、水災害の激甚化が想定されることから、堤防や砂防堰堤と
いったハード対策に加え、防災教育、防災知識の普及やきめ細やかな情報発信など減災に向け
たソフト対策の取り組みも推進し、流域のあらゆる関係者が協働して、流域全体で行う持続可
能な水災害対策である「流域治水」を推進してまいりますので、引き続き、皆様の一層のご支
援とご協力をお願い致します。
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地すべりの概要
●発生日	 　令和３年７月６日（火）
●規　模	 　幅180ｍ、長さ240ｍ、推定移動土塊量約40万㎥
●被　害	 ・人的被害なし
	 ・�国道19号が発生日から８日間全面通行止め
	 　�（以後、昼間６～21時まで片側交互通行へ移行）
	 ・民間の工場倉庫に崩壊土砂が流入
	 ・地すべり末端の沢の湛水

これまでの長野県（土尻川砂防事務所）の対応
●７月６日　緊急調査実施、湛水池へ排水ポンプ設置
●７月７日　専門家（国土技術政策総合研究所、土木研究所）による現地調査実施
●７月８日　計測機器設置開始（監視カメラ、伸縮計、傾斜計、GPS等）
●７月10日　調査ボーリング着手
●７月19日　応急水抜きボーリング着手
●７月21日　災害関連緊急地すべり対策事業採択
　　　　　　　採択事業費：10億1,100万円
　　　　　　　対　策　工：横ボーリング工、集水井工、鋼管杭工等
●８月２日　�土木研究所現地調査実施（コア確認による想定すべり面、恒久対策工等の助言）
●９月13日　�土木研究所現地調査実施（コア確認による想定すべり面、発生のメカニズム等の助言）
●９月21日　集水井工（３基）の工事を契約
●今後、令和３年度内に鋼管杭工に着手する予定

長野市小松原で発生した地すべり災害について

幅 180m

長さ 240m

長野市街地

犀川

工場倉庫

湛水池

地すべり全景写真（７月６日撮影）

長野市街地

犀川

応急水抜きボーリング
による排水

応急水抜きボーリング
による排水

ポンプ排水・仮排水路
により解消

湛水池
の発生状況

土木研究所現地調査
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令和３年８月の大雨による土砂災害について
１　土砂災害の発生状況について
長野県内では、８月13日からの大雨により多くの土砂災害が発生しました。この一連の大雨に
より、記録的な大雨となったところもあります。

※2

土砂災害発生件数

（令和３年８月 25 日時点）

３７件

土石流等：２５件

地すべり : ３件

がけ崩れ： ９件

●：土石流等
●：地すべり
●：がけ崩れ
■：雨量観測局

※1 令和３年８月 25 日時点速報値
※2 床上・床下などの浸水害は

含まない

※1

時間最大雨量：

連続雨量：375mm

土石流発

２　災害関連緊急砂防等事業
土砂災害発生地域の二次災害を防止するため、砂防及び急傾斜の土砂災害対策を緊急的に実施
します。（表は９月末現在の採択済み箇所の一覧）

【 凡 例 】
●︓土石流
●︓急傾斜

【土石流】大久保 おおくぼ 岡谷市
全 景

中大久保 大久保

中央自動車道

【土石流】大沢川 おおさわがわ 辰野町

ＪＲ中央本線

大沢川

国道153号

【急傾斜】城 じょう 塩尻市
全 景 全 景
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令和３年８月の大雨における砂防堰堤の効果事例
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令和３年８月の大雨における砂防堰堤の効果事例
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岩戸沢砂防堰堤竣工　喜びの声　南木曽町長 向井 裕明
　令和３年の春をもって岩戸沢砂防えん提が見事に完成する運びとなりま
した。地元として誠に嬉しい限りです。岩戸沢のある沼田地区は南木曽中
学校や蘇南高校はじめ町の文教地区となっていますが、木曽川右岸は地質
が悪く巨岩がごろごろしていて何かにつけ防災工事が欠かせない地域で
す。昭和28年には岩戸沢の隣に位置する伊勢小屋沢では、蛇抜け（じゃぬ
け）が発生して３名の尊い生命が犠牲となり、慰霊碑として建立された

「悲しめる乙女の像」は今も町民の防災の礎として私達を見守ってくれて
います。
　今回の工事に当たっては、急峻で限られた条件の中
で立派なえん提を築いて頂くと共に、地区の大切な白
山神社をも移転して残して頂きました。地域にとって
は、この上ない喜びの中で竣工を迎える事ができまし
た。これも計画から施行まで長期間に渡ってご尽力頂
いた長野県はじめ地権者、関係者の皆様のお蔭と深く
お礼を申し上げます。
　安心して暮らせる地域となる事に心から感謝を申し
上げ、併せて一日も早くコロナ禍が収束することを願
いながら喜びの声と致します。

杣沢砂防堰堤竣工　喜びの声　木祖村長 唐澤 一寛
　令和２年度末をもって杣沢砂防堰堤が長野県の事業主体のもと、見事に
完成する運びとなりました。
　平成30年７月の豪雨により、いつもは水さえ無い杣沢に土石流が発生、
原村地区の住民は近くの公民館へ避難し不安な一夜を過ごしましたが、幸
いにも人的な被害は無く、しかしながら土砂は家の中まで押し寄せ田も土
砂に埋もれ、荒れた山肌を見ると恒久的な対策が必要と考え、すぐ長野県
建設部及び木曽建設事務所へ対策

のお願いをしてまいりました。
　長野県の絶大な御理解のもと、災害関連緊急砂防事
業の導入により短期間で、集中的な投資をいただき、
見事に竣工を見ることが出来ました。このことは計画
から施工までご尽力いただいた、長野県をはじめ、地
権者、関係者の皆様のお蔭と深くお礼を申し上げま
す。
　安心して暮らせる地域づくりへのご理解に心から感
謝を申し上げ、村長の喜びの声と致します。

岩戸沢砂防堰堤

記念写真：杣沢砂防堰堤 堰銘板にて
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住民参加型の防災訓練
（６月６日：小布施町）

　土砂災害防止月間の取組にあたっては、市町村の皆様にご協力いただき、防災訓練や危険箇
所パトロールを実施しました。

６月土砂災害防止月間の取組について

土砂災害危険箇所パトロール
（６月10日：安曇野市）

防災講演会
（６月13日：朝日村）

避難経路の点検
（６月16日：小谷村）

土砂災害危険箇所点パトロール
（６月22日：坂城町）

土砂災害危険箇所パトロール
（６月28日：伊那市）

オンラインによる防災講座
【塩尻市楢川中学校】

　災害の激甚化に伴い、住民の命を守るための警戒避難体
制強化が課題となっております。長野県では令和元年度か
ら「自らの命は自ら守る」意識を持つことを目的に県内各
地の公民館や小中学校にて防災教育事業を実施。県内全域
に在住する砂防ボランティア協会員の皆さんを“赤牛”先生
として地域の災害特性、災害伝承を身近な教訓として継続
的な防災教育を展開します。
　３年目を迎える今年度は、コロナ禍の対応としてWeb会議ツールを用いた“オンライン赤牛
先生”も実施しております。

砂防ボランティアによる地域での防災教育事業（赤牛先生派遣事業）

参観日に保護者への防災講座
【阿南町大下条小学校】

赤牛先生とは・・
各地に語り継がれる「赤牛伝説」
は、その地域特有に災害への忠
告であるとの学術論文を参考に、
防災教育の講師を「赤牛先生」
と名付けました。

（長野県立歴史館長　笹本正治氏
の論文より参照）
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　令和３年４月から長野県治水砂防協会書記として採
用していただきました。
　高橋書記に、協会の仕事を一から教えていただいて
いるところです。何分初めての事ばかりで至らない点
もありますが、ご指導のほどよろしくお願いいたしま
す。

長野県治水砂防協会　令和３年　行事等経過・予定
７月１日（木） 第８回土砂災害対策実務者講習会

砂防会館別館１階シェーンバッハ・サボー利根
８月６日（金） 長野県治水砂防協会第83回通常総会：書面開催
10月28日（木）～29日（金） 砂防現地視察と討論会：中止
11月18日（木） 全国治水砂防促進大会

砂防会館別館１階シェーンバッハ・サボー利根
　〃　 長野県治水砂防協会要望活動：衆・参議院会館、国土交通省、財務省
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令和３年４月 長野県建設部 砂防課・人事異動
◎転　入
参事兼砂防課長へ
　林　　　孝　標（九州地方整備局）
企画幹兼地すべり係長へ
　青　木　能　健（千曲建設事務所）
総務係へ
　伊　藤　和　貴（義務教育課）
課長補佐兼調査管理係長へ
　伴　野　光　彦（松本建設事務所）
課長補佐兼砂防係長へ
　矢　口　泰　秀（須坂建設事務所）
砂防係担当係長へ
　小笠原　和　吉（危機管理防災課）
砂防係へ
　竹　内　公　太（木曽建設事務所）
砂防係へ
　藪　原　一　真（犀川砂防事務所）
地すべり係 担当係長へ
　井　原　一　馬（飯田建設事務所）
地すべり係へ
　柳　澤　翔　太（諏訪建設事務所）

◎転　出
松本建設事務所長へ
　藤　本　　　済（砂防課長）
技術管理室 主任専門指導員へ
　坂　口　一　俊（企画幹兼地すべり係長）
上田振興局 総務管理課へ（青木村派遣）
　山　田　佳　代（総務係）
松本建設事務所 維持管理課長へ
　青　柳　孝　博（課長補佐兼調査管理係長）
上田建設事務所 整備課へ
　藤　井　隆　男（課長補佐兼砂防係長）
企業局 電気事業課へ
　矢　澤　祥　道（砂防係担当係長）
下伊那南部建設事務所 整備課へ
　北　原　和　樹（砂防係）
国土交通省大臣官房へ
　渡　邊　輝　嗣（砂防係）
飯田建設事務所 整備課へ
　鈴　木　祥　一（地すべり係担当係長）
松本建設事務所 整備課へ（地すべり係）
　池　部　功　一（地すべり係）

※�令和３年度通常総会が書面開催となり、初めての事で驚きました。この機会に皆様と会う事
も出来ず誠に残念でした。コロナ禍も、もう暫くは用心が必要ですね。コロナ終息を願いつ
つ。皆様におかれましては、お体ご自愛下さいませ。� 書記　高橋千代子

長野県治水砂防協会
書　記　市村　由美

編集後記


